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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 2月 2日 (2007.2.2)
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 原 子 炉 に は 格 納 容 器 の サ プ レ ッ シ ョ ン チ ェ ン バ に 蒸 気 や 水 を 逃 が す ベ ン ト 管 が 設 け ら れ
て い る 。 ベ ン ト 管 （ ベ ン ト 配 管 ） は 開 口 部 に 配 管 カ バ ー が 配 置 さ れ て い る 。 配 管 カ バ ー は
ベ ン ト 配 管 開 口 部 の 周 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 複 数 本 の 脚 に よ り 固 定
支 持 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ベ ン ト 管 の 開 口 部 は 、 原 子 炉 運 転 時 に は 蒸 気 や 水 を 逃 が す た め 開 放 状 態 に な っ て い る 。
し か し 、 原 子 炉 定 検 時 に は 異 物 混 入 を 防 止 す る た め に ベ ン ト 管 開 口 部 を 蓋 す る こ と が 必 要
と な る 。 従 来 は 配 管 カ バ ー の 上 か ら ク ロ ス 材 で ベ ン ト 管 を 覆 い 、 ベ ン ト 管 開
口 部 の 若 干 下 側 に お け る ベ ン ト 管 外 側 面 で ク ロ ス 材 に バ ン ド を 掛 け て ベ ン ト 管 開 口 部 を 蓋
す る よ う に し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 技 術 は 配 管 カ バ ー の 上 か ら ク ロ ス 材 で ベ ン ト 管 を 覆 い 、 ク ロ ス 材 に バ
ン ド を 掛 け て ベ ン ト 管 開 口 部 を 蓋 す る よ う に し て い る 。 作 業 員 は 重 装 備 で 狭 隘 場 所 に 入 り
作 業 を 行 う こ と に な り 、 １ 本 の ベ ン ト 管 に 蓋 を す る 作 業 時 間 が ２ ０ 分 程 度 要 し て い る 。 一
方 、 格 納 容 器 内 の 許 容 作 業 時 間 は 放 射 線 防 護 服 を 着 用 し て も 最 大 ４ ０ 分 程 度 と さ れ て い る
。 原 子 炉 の 型 式 に よ っ て は １ ０ ０ 本 以 上 の ベ ン ト 管 に 蓋 を す る こ と が 必 要 に な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 ク ロ ス 材 を 固 着 さ れ た 可 撓 性 線 材 を 捻 り 元 の 円 形 よ り 小 さ な 円 形 に 折 畳 ん
だ 蓋 体 を ベ ン ト 管 の 脚 の 間 か ら ベ ン ト 管 開 口 部 に 挿 着 し 、 可 撓 性 線 材 の 復 元
力 に よ っ て ベ ン ト 管 開 口 部 に 蓋 体 を 装 着 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 蓋 体 は 円 形 状 の 可 撓 性 線 材 に 円 形 ク ロ ス 材 を 固 着 し て 形 成 さ れ 、 可 撓 性 線 材 を 捻 り 元 の
円 形 よ り 小 さ な 円 形 に 折 畳 み 自 在 に な っ て い る 。 蓋 体 を ベ ン ト 管 の

脚 の 間 か ら ベ ン ト 管 開 口 部 に 挿 着 し 、 可 撓 性 線 材 の 復 元 力 に よ っ て ベ ン ト 管 開 口 部 に 装
着 す る 。 可 撓 性 線 材 は 複 数 の リ ボ ン 状 係 止 具 を 備 え て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ … 蓋 体 、 ２ … 可 撓 性 線 材 、 ３ … ク ロ ス 材 、 ４ … バ イ ヤ ス 材 、 ５ … リ ボ ン 状 係 止 具 、 ６
… 原 子 炉 格 納 容 器 、 ７ … 原 子 炉 配 管 、 ８ … ベ ン ト 管 、 ８ ａ … ベ ン ト 管 開 口 部 、 ９ … サ プ レ
ッ シ ョ ン チ ェ ン バ 、 １ ０ … カ バ ー 、 １ １ … 脚 。
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